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dt'sparL Prob一emsontheBreedingoflnsectsforBiologicalAssayoflnsect王C王des.XIX.

SumioN ĜASAŴ (OhnoLaboratory,Institu'teforChemica一Research,KyotoUniversity.

Takatsuki).ReceivedJam.31,1958.Botlu･Koguku,23.37-39,1958,(wi(h~Englishrestlmそ,39).

7. 弘前系マイマイガの幼虫期における脱皮回数につし､て 殺虫剤の生物試験用昆虫の飼育た

かんする諸問題.節19覇王.長沢坑夫 (京都大学化学研究所 大野研究室)33.1.31受理

弘前系マイマイガの幼虫を胴体別に飼育し, 確が5あるいは6回の脱皮をくりかえすことを1:しか.

めえたが,堆個肘こついては,その数をしろことは出来なかった. 97i蓋の脱皮鼓について,あわせ

て令期間の成長様相を検討し, いづれも3令を境にして,お ひゝねふたつのことなった田緑関係を

しめすことをあさらかにした.

マイマーィガの幼虫期における脱皮回数については,

先に繁者は,高鋭系および野辺地系のそれについて報

告t}.1),いづれもGoldschmidtl)によってしるされ

たところにくらべて,1-3回多いことをのべた.本文

においては,弘前系のそれについてえた小男料をここ

にしろし,あわせて令期間の成長様式を検討,琉矧こ
よる令期決定の可能性を考究することとする.

本文にはいるiこさきだち,弘前系マイマイガの卵塊

を卸送付戴いた弘前大学良学部福島正三博士,および

飼育の仕事に助力せられ 数値の計許に御尽力いただ

いた,柴田砂田子,坪野見知子の両班に感謝の志を表

する次第である.

材料および方法

ここで飼育測定をおこなった材料は,1957年初乳

胃森県弘前市に於て採托された1卵塊に出発するもの

で,4月22日に貯化した幼虫を1匹づつ,垣径3.0cm,
探さ1.5cm のペト))シャーレにいれて3令まで,そ

れ以後は直径 9.0cm,深さ2･Ocm のペトリシャー

レにいれて,温既 250,関係温皮 89%'の環境条件下

において,サクラの薬をあたえて飼育した.そして幼

虫が成長して脱皮をおこなうごとに,その頭蓋の脱皮

恋を個体別にあつめ,その数によって脱皮回数を決定,

羽化した成虫によって性をたしかめ,′さらにそれらの

頭相を投影拡大法EPl1.1によって測定し.成長様式考究の

ための基礎数値とした.

結 果 と 考 察

個体別飼育の方法によって,全発育期間の飼育に成

功し,月羽ヒした成虫によってその性を決定することが

-出来たのは,100匹中わづかに12匹で, しかもそ

れは雌個体だけで,堆個体のそれについては.なんら

のff料をえることができなかった･脱皮回数によって

わけると,5回脱皮5匹,6回脱皮7匹であった.疏

蓋の脱皮殻について汎定した結果を表示すると,

邦1表のごとくである.

1. 脱皮回数.筆者が本報告にもちいた材料の採H:1

された弘前は,GoldschmidtlJのマイマイガに関する

地域の分類からいえば, 北日本地区に屈しているが,

Go]dschmidtはこの地区からは,背森,盛岡および

大曲系のものについてその幼虫期の脱皮回数を報告し,

そのうち雌個休のそれについては青森および盛岡系は

5回,大曲系は4あるいは5回を記録している. 繋

牙'はさきに'こ?地域にはいる野辺地系の雌個件は.

5,6あるいは7回の脱皮をくりかえし. その脱皮回

数は Goldschmidtのそれより1-3回多いことをし

るしたが,弘前系においても,本飼育実験の結果から,

雌に1回だけ多い個体のあることがあきらかである.

2. 令期間における琉幅の成長.第1表にしめした平

均位を縦軸にとり,令数を横軸にとって2者の開拓を

図示すると,節1図のごとき結果がえられる.すなわ
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Fig.1. Re一ationof一og-widthofexuviaeof

::amdbeC.:TSu受 tyJI1Tetoaqe(霊 aeI?｡fins,tha;
〃Hirosaki''raceofthegypsymoth,LymanLn'a
dL'sz･arL.Thescaleofnumberofinstars
hasbeenshiftedoneunittotherighthori-
zonta一lyforeach cu灯etoavoidover一apping
ofcurves.Left,1arvaewith fivemoults;
right,1arvaewithsixmoults.
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Table 1. W王dthofexnviaeofheadcapsuleineach instarof5lemalelarvaewith
5moultsand7Eemalelarvaewilh6moultsofthe山H王rosaki''raceofthegypsymoth,
LymalllTiadE'sparL.y--1+一og(mm).

ち,いづれの個体もお むゝね3令を境にして,両者の

間にことなったふ.たつの道線に近い関係がみとめられ

る.計算の結果をしめすと第2表のごとくである. こ

のことは,すでに,札幌,高枕,野辺地系のそれについ

てしるし℡･3･4㌧ 札幌系の6令を経過した雄個体の,糞

の大きさの増大様相にもみられることをのべた21.幼

虫の発育過程において,このあたりにひとつの生理的

な変曲点があるものと考えられよう.ききにものべた

と同じような,頭蓋の色彩のいちぢるしい相道も,ま､

た本弘前系においてもみとめることが出来た.

13. 頭巾副とよる令期決定の可能性.マイマイガの幼

虫期における発育段階においては,脱皮回数を異にす

るものの間には,互に何らの調整現象はなく,ノ脱皮回

数の多い個体はそのまま大型個体となり,すくない個

体は小型の個体にとどまっているが,それは完全にそ

の令数だけ大型となるものではなく,その増大虫は.

令期の多いものほど少いことを,すでに高鋭系,野辺

地系のそれについてしるした3.一).弘前系のものにつ

h
u
u
a
n
b
a
Jh

0
5

ハU
Ln

r
=

Table2. EquationfortIlegrOWtllOflog

width ofexuviaeoflleadcapsule, y--1十
log(mm),insuccessiveinstaTS,X,offemale
larvaeoftlleHHirosaki''raceofthegypsy

moth,Lymantriadispal-i.

いてえた結果も同じで,6回脱皮個体は,5回脱皮個体

にくらべて,顕著な逓減を見せ,弟2表の最後の例に
しめしたbの逆対数値,すなわちDyar'S'constantが

5回脱皮のそれにくらペて,6回脱皮のそれは小さい.

これは令期のすすむにしたがって頭幅の親政分布は,

かなり重視してくるであろうと推nrはれる.--gl突,第
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Fig･2･ Frequencypolygonshowingthedistributionofwidth ofexuviaeoEheadcapsule
infemalelarvaeofthe山HirosakiHraceofthegypsymoth,Lyma7Zh･Z･adL･spal･L.Upper
f王gure･7arvaewith sixmoults;lowerfiBT're,]arvaewithfivemoults.
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2回にしめした任少な個体のしめす新庄分布曲緑から

ち,その韮粒度はあきらかにみとめえられる.それで

3令ちかくまでは頭相の汎定位よりする令期の決定は,

大体可碓であるか,それ以後は不可能であると結論さ

れろ.

摘 要

弘前系マイマイガの幼虫を.正圧 250,餌係泣皮

89% の環境条件下において, サクラの英をあたえて

胴体別に飼育し,その脱皮回数を検討,あわせて頭蓋

の脱皮忠を材料にして.令期間における成長様相を考

努;した.

1.弘前系マイマイガは,その幼虫期において雌は

5または6回の脱皮をくりかえした.碓個体について

は,その回数をたしかめることが出来なかった.

･2. 政府の令期間における成長様相は,第3令を境

にしてことなったふたつの,大体宙緑に近い関係をし

めした.

3. 頭相による令期の決定は,節3令ちかくまでは

お むゝね可能であるが,それ以後は不可能である.
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R包um6

Undertheconstantenvironmentalcondit王ot10f

250and87% relativehumidity,thelarvaeofthe

`̀Hirosaki''raceofthegypsymoth, LJmanEria

dEsparL.,wererearedseparatelyon)eavesof

thecherry,PrunussubhirLellaMiq.Thefemales

ofthe山Hirosaki"racやOfthegypsymothmoulted

50r6finesintheirlarvalstage.Thenumber

ofmou一tsinmaleswasnotdetermined.Ina一l

thesecasesmentionedabove,there一ationsof10g･

widthofexuviaeoflleadcapsllletoinstarnumber

werefoundtoberepresentedgenerallybytwo

straighttinesintersectingatapointofthe3rd

instar.Weshallbeabletodeterminetheinstar

towllichaTarvabelongsbymeasuringwidthof

exuv王aeofIleadcapsuleintllelarvaeranging

Erom tllelsttotheStdinstars,butweshallfai l

totelltheinstarnumberbythismethodinthe

rlarvaerangingfrom the4thtothelast王nstars.
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8･.マラソン粉剤の安定性につし､て 有桟琴製剤に関する研究 (郡3報) 松本持戒 ･上田-誠

(富士化学工業株式会社)32.12.21受理

マラソン粉剤を調製するに当り,増良剤としてクレー,タルク.懲性白土,珪領土,ベントナイト,
珪砂等を申用及びクレ-+タルク,クレー+珪藻土, クレー+珪砂, クレー+酸性白土等を用い,

なお安定剤として polyoxyethylenealkylether,脂肪髄.poJyoxyethylenealkylcther+脂肪酸

を用いて製剤化し貯灘温庇 400に於て分解率を検討した.その結果クレー,クレー+珪砂に対して

は polyoxyethylenealkylether0.7%, クレー+タルク. クレー+珪諜土, クレー+特殊珪詔

土の場合 polyoxyethylenealkylether十倍肪敢各 0.5% 宛添加した場合安定化について良好なる

結果を示しT=.而して此の場合増銃刑及粉剤の表面酸性は pKa半≧3の位を示し,pKaと分解率と

の間に明白なる平行関係があることを碇認した. これについて粘土鉱物である増益剤の詔性Pfから

分解防止について考究した.

現在員薬粉剤の製造に当っては,クレー,ベントナ 屈するものが使用されてゐる.最近の桜に有機合成化

イト,珪預土,懲性白土,タルク等の如き粘土鉱物に 合物が大部分の盟薬に有効成分として利用されている

･:千pKaとは恵の解艇世数の逆数の対数である.即ち
今日,殊に粉剤の製剤化に当ってその成分が分解しな

pKa-l庭 である･ Li警 ご慧 芝空三三,誓 票 Tb禁 だ'警 三三慧≡ある.L R.MorettiTJ も述べている如く,増良剤に
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